
愛知県岡崎市 矢作北学区 

伊奈 賢司  1 

矢作北小学校区は岡崎市西部に位置し、6つの町か
ら成る学区です。校区内東側には一級河川の矢作川
が流れており、区全域が沖積層の低地部となってい
ます。そのため市内でも液状化の危険性が極めて高
い地区となっています。新しい世帯の流入もあり、
岡崎市の平均よりも65歳以上の割合が低くなって
います。また若年層の取り込みを熱心に行っており
独自に防災訓練を行う等、住民が積極的に防災活動
を行っている 

面積：257.9ha（市全体の0.67％） 
人口：12,775人 
世帯：5,057世帯 
 
人口に占める65歳以上の割合：15.9%
（市平均：20.7%） 
 

矢作北学区地区防災計画 

（愛知県岡崎市） 



◆矢作北小学校区の概要 

※矢作北学区を矢作川を挟んで対岸から見た画像 
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愛知県 

岡崎市 

矢作北学区 



高齢者等の災害時要支援者の対応、
災害経験をいかに若い世代に伝えて
いくか、避難所の在り方等 
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『名古屋大学特任教授 阪本真由美先生』の指導の下地区防災計画策定をすすめました。 

またワークショップの際には岡崎のNPO法人にファシリテーターとしてご協力いただきまし
た。（全５回のＷＳ） 

  

平成２７年度の取組 

ゲーム形式で 
災害のジレンマ 
を体験&課題検討 
 
 

防災基調講演と意見交換
で地区の課題の洗い出し 
 

マップシミュレーション 

課題： 

課題のまとめ 

避難所で困ることの検討 

来年度に向けて各
町で実行計画検討 



地区防災計画策定を通じて 

・防災の取組や考え方を共有することが
できた 

・住民の防災意識や疑問点が顕在化した 

（想像以上に災害時に考えるべきことす
べきことが多いことに気付いた等） 

   

今後の課題 
 ・全学区住民に周知する方法、手段 
 ・策定の引継ぎや、防災組織の構築（防災リーダー等） 
 ・学区総合防災訓練の在り方について 

・町単位、学区単位での団結力が深 
 まった 
・矢作北地区の防災計画書ができた 
・地区の課題が浮き彫りになり、今後 
 の行動方針の目途が立った 
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矢作北学区地区防災計画書 


